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損害防止サーキュラー No.03-09 
 
 
2 ストローク・エンジンでの減速航海 
 
 
 
最近、船主や傭船者が現在の市況ゆえに、船舶を減速する 減(
速航海ことにより高価な燃料の節約を試みているのをよく 見)
る。  
 
主機は80-
100％の負荷で連続運転するとして設計されており、低負荷
は通常、短時間にのみ、例えば操船時などにおいて使用され
る。  

 
 

減速手順は上手に管理しない限り機械故障のリスクが常時付
き纏い、そして長期間にわたり主機への負荷を軽減すること
を決定したならば、いく つかの要素を考慮せねばならない。  
 
負荷軽減は主に炭化を増進し低温度による腐食に至る。負荷
軽減は又、燃焼系統に影響を及ぼし、燃料ノズルの不十分な
燃料霧化を招く 。  
 
減速航海はまた、掃気圧力の減少やシリンダー圧力の最大化を招く 。  
 
Turbochargerの効率にも影響が及び、Air 
flowが減少し残留物の増加と炭化問題を招く 。残留物発生の結果として、長期間の減速航海の後に全負荷状態に主機を戻した
際、重大な主機損傷を生ずることがある。  
 
事前に特別な対策を講じない限り、熱負荷もまた増加する。これは以下の原因でおきる。  
 

１． Turbochargerの効率減のため 減少air flow  
２． 噴射ノズルの炭化残留物の増加のために燃焼効率が減少 
３． 炭化残留物のためにピストンリングの効率が減少 
４． 炭化残留物による断熱のために熱伝導が減少 

 
低負荷は又、排ガス温度に影響を与え、これにより排ガスボイラの効率を落とし、排気系統における低温度の腐食リスクを増
大する。  
 
排ガスボイラの効率が落ちるにつれて、油燃焼ボイラを使用する必要があるかもしれず、それは再び余分なコスト増を招く 。  
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勧告 
 
 
 
減速航海に潜むリスクを減らし最小限に抑えるためには、シリンダーユニットの冷却水温度を最適なレベルに維持する。  
 
低温度ゆえに掃気系統における凝縮を避ける。  
 
負荷に基づき の消費量を適正に保つ。Cylinder oil  
 
以上の事前措置は、一時的短い期間の減速航海の措置である。  
 
 
 
長期間の減速航海のためには、主機製造者に連絡し、必要とされるより永久的な改造案を得ておく ことが重要である。  
 
ほとんどの主機製造者は減速航海のための部品を持っており、全ての改造は製造者の指示書に従って行うことを推奨する。  
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